
いたばし総合ボランティアセンターあり方検討の報告について（概要版） 

１．背景 

２．基本構想の見直し（案） ３．今後の展開 

 いたばし総合ボランティアセンターは、「｢(仮称)いたばし総合ボランティアセンター｣設置に関する基本構想」をもとに

設置運営していますが、基本構想は平成１６年に策定されており、策定後１７年経過しています。そのため、生活様式やボ

ランティア・市民活動を取り巻く環境が変化しており、さらには新たな国際目標であるSDGsの視点も求められています。 

 センターの目指すべき姿について、改めて将来像を描くことにより、求められるビジョンが明確となり、多様な団体や区

民が目標に向かうことで、センターがより活性化していくと考え、「いたばし総合ボランティアセンターあり方検討会」に

て今後のセンターのあり方について考えをまとめました。 

♦センターの将来像 

現状 

将来に向けて 

♦災害ボランティアセンターについて 

 近年多発する大災害の状況を受け、災害ボラン

ティアセンターについては、中長期的に対応・検

討するため、区と社会福祉協議会で課題共有・検

討する会議体を設けました。ここでの内容を

フィードバックし、社会情勢等に合わせ災害ボラ

ンティアセンターが円滑に運営できるよう体制を

整えていきます。 

♦今後の展開 

 今回の提言をもとに、今後のいたばし総合ボラ

ンティアセンターの運営の方向性を明確にするた

め、ボランティア活動推進協議会を、令和４年４

月から開催します。 

 新基本構想が今までの基本構想といたばし総合

ボランティアセンターの軌跡を最大限に生かし、

尚且つ変容する多様なニーズに対応できるよう、

ボランティア活動推進協議会で検討していきま

す。 
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区 民 生 活 

地   域 

―――誰ひとり取り残さない――― 

センターを通じて、各分野（枝）、各

団体等（花）の繋がり・ネットワーク

を構築し、活動の幅を広げていく。 

活動の成果を地域に還元

し、様々な活動を地域・区

民生活に根付かせていく。 

地域・区民生活から相

談・要望を吸い上げ、活

動に繋げる。 

ネットワークの構築 

地域還元 

相談・要望 

SDGｓの推進 

イメージ図 

区 民 環 境 委 員 会 資 料                

令 和 ４ 年 ２ 月 １ ６ 日    

区民文化部地域振興課   

♦基本構想の見直し 

今後のスケジュール 

令和4年4月～  

ボランティア活動推進協議会の設置（予定） 

令和5年4月   

新基本構想の策定（予定） 

 

概要 検討事項 

〇基本構想について 

 現在の基本構想及びセンターの役割について
課題を洗い出し検討を行った。 

 

〇災害ボランティアセンターについて 

 災害時だけでなく平時の役割も含め検討を
行った。 

現在の基本構想 新基本構想

具体的な運営方法は別途定める

前文

基本理念

運営方針を中心に規定

センターの設置

センターの組織

センターの機能及び業務

それぞれの役割

運営に関する経費

その他

具体的な運営方法を規定

運営方針
運営の方向性を規定

基本理念
設置の目的・理念を規定

区民活動の多様性を活かし、地域と共に歩む 

いたばし総合ボランティアセンター  


